
平
成

26
年
８
月

21
日
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
第
１
０
４
回
徳
島
県
農
業

会
議
総
会
に
お
き
ま
し
て
、
会
長
に

選
任
い
た
だ
き
ま
し
た
寺
井
正
邇
で

す
。現

下
の
農
業
・
農
村
、
そ
し
て
農

業
委
員
会
組
織
を
め
ぐ
る
情
勢
が
激

動
す
る
中
で
、
徳
島
県
農
業
会
議
の

会
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の

重
責
に
身
の
引
き
締
る
思
い
で
ご
ざ

い
ま
す
。
誠
心
誠
意
、
会
長
職
を
全

う
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

関
係
各
位
の
皆
様
方
の
ご
支
援
、
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。さ

て
、
皆
様
も
ご
承
知
の
と
お
り
、

政
府
は
６
月

24
日
、
「
農
林
水
産

業
・
地
域
の
活
力
創
造
プ
ラ
ン
」
を

改
訂
し
、
規
制
改
革
会
議
等
で
検
討

が
進
め
ら
れ
て
き
た
「
農
協
、
農
業

委
員
会
、
農
業
生
産
法
人
要
件
」
の

３
点
の
見
直
し
が
「
農
業
の
成
長
産

業
化
に
向
け
た
改
革
」
と
し
て
盛
り

込
ま
れ
ま
し
た
。
そ
の
内
容
は
、
農

業
・
農
村
現
場
の
実
態
を
軽
視
し
、

経
済
効
率
性
の
み
を
追
及
す
る
も
の

で
、
現
場
の
混
乱
を
招
く
な
ど
、
大

き
な
影
響
を
及
ぼ
す
問
題
だ
と
言
わ

ざ
る
を
得
な
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。

特
に
、
農
業
委
員
会
の
改
革
で
は
、

農
業
委
員
の
公
選
制
の
廃
止
、
農
業

会
議
・
全
国
農
業
会
議
所
制
度
の
見

直
し
、
法
定
化
さ
れ
て
い
る
「
意
見

の
公
表
、
行
政
庁
へ
の
建
議
」
の
法

令
業
務
か
ら
の
廃
止
等
が
盛
り
込
ま

れ
て
お
り
ま
す
。
現
場
に
お
け
る
農

業
委
員
会
組
織
の
役
割
・
機
能
を
軽

視
し
た
こ
れ
ら
の
内
容
は
、
地
域
の

信
頼
の
も
と
で
頑
張
っ
て
活
動
し
て

い
る
農
業
委
員
の
皆
様
の
気
持
ち
を

削
ぐ
も
の
で
、
地
域
農
業
の
維
持
・

発
展
や
農
地
の
確
保
・
有
効
利
用
に

影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま

す
。
よ
っ
て
、
真
に
農
業
者
の
所
得

が
向
上
し
、
農
業
・
農
村
が
元
気
に

な
る
よ
う
に
、
農
業
・
農
村
現
場
の

実
態
や
声
を
踏
ま
え
て
慎
重
に
検
討

し
、
対
応
す
る
よ
う
、
さ
ら
に
は
、

農
業
委
員
会
組
織
の
役
割
・
機
能
を

最
大
限
に
発
揮
さ
せ
る
内
容
と
な
る

よ
う
、
政
府
に
向
け
て
強
く
要
望
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
情
勢
の
も
と
、
私
た
ち

農
業
委
員
会
組
織
は
、
組
織
の
基
本

理
念
で
あ
る
「
か
け
が
え
の
な
い
農

地
と
担
い
手
を
守
り
、
力
強
い
農
業

を
つ
く
る
架
け
橋
」
と
し
て
の
役
割

を
果
た
す
た
め
、
関
係
機
関
と
連
携

を
図
り
、
持
続
的
な
地
域
農
業
の
発

展
を
目
指
し
、
農
業
・
農
村
の
再
構

築
に
全
力
で
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
関
係
各
位

の
皆
様
方
の
ご
協
力
を
賜
り
な
が
ら

農
業
者
の
負
託
に
応
え
る
べ
く
、
農

業
委
員
会
組
織
の
発
展
に
全
力
を
傾

注
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ど
う
か
、
関
係
各
位
の
皆
様
方
の

格
別
の
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
県
、
市

町
村
、
農
業
団
体
の
皆
様
の
更
な
る

ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
任
農
業
委
員
研
修
会
開
く

９
月

16
日
（
火
）
徳
島
グ
ラ
ン

ヴ
ィ
リ
オ
ホ
テ
ル
で
平
成

26
年
度

新
任
農
業
委
員
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、

農
業
委
員
と
農
業
委
員
会
事
務
局
員
、

合
わ
せ
て
約
２
０
０
名
が
参
加
し
た
。

研
修
会
で
は
全
国
農
業
会
議
所
の

山
村
部
長
を
講
師
に
招
き
、
農
業
委

員
会
系
統
組
織
改
革
の
情
勢
報
告
も

含
む
農
業
委
員
の
使
命
と
役
割
に
つ

い
て
研
修
が
行
わ
れ
、
①
農
業
委
員

の
女
性
登
用
②
農
地
中
間
管
理
機
構

③
農
業
委
員
数
を
半
減
し
、
推
進
員

を
お
く
話
題
な
ど
に
触
れ
、
委
員
は

熱
心
に
耳
を
傾
け
た
。

研
修
終
了
後
の
質
疑
応
答
で
は
、

多
数
の
農
業
委
員
か
ら
質
問
の
手
が

上
が
り
、
非
常
に
活
気
に
満
ち
た
研

修
と
な
っ
た
。

（
笹
賀

圭
）
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．
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融
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･

６

本
年
は
徳
島
県
産
米
の
生
産
・
販

売
状
況
が
大
変
厳
し
い
。
作
柄
は
台

風
や
天
候
不
順
に
よ
り
、
作
況
指
数

が
95
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
一
等
米
比
率

が
49
％
（
昨
年
は
73
％
）
と
低
く
な
っ

て
い
る
。
概
算
金
は
、
徳
島
コ
シ
ヒ

カ
リ
一
等
で
、
25
年
産
よ
り
３
，
０

０
０
円
／
60
kg
程
度
下
回
っ
て
い
る
。

本
年
の
よ
う
に
米
を
生
産
す
る
と
赤

字
に
な
る
状
況
で
は
、
今
後
継
続
し

て
米
を
作
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
。

こ
の
よ
う
な
事
態
に
対
応
す
る
た

め
、
10
月
７
日
に
県
、
Ｊ
Ａ
、
関
係

団
体
か
ら
な
る
徳
島
県
水
田
農
業
緊

急
対
策
本
部
を
立
ち
上
げ
、
今
後
の

対
応
策
と
し
て
、
①
飼
料
用
米
な
ど

新
規
需
要
米
と
野
菜
の
作
付
推
進
、

②
収
入
減
少
影
響
緩
和
対
策
へ
の
加

入
推
進
、
全
て
の
農
産
物
を
対
象
と

し
た
収
入
保
険
制
度
の
早
期
創
設
、

③
米
の
消
費
や
輸
出
等
の
需
要
拡
大

の
促
進
、
④
意
欲
あ
る
担
い
手
へ
の

農
地
集
積
の
促
進
、
の
４
つ
を
柱
と

し
て
進
め
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

今
後
、
こ
れ
ら
対
策
の
推
進
を
図

る
た
め
、
生
産
農
家
を
は
じ
め
、
行

政
や
関
係
団
体
が
連
携
を
強
化
す
る

と
と
も
に
、
早
急
に
対
策
を
実
施
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
Ｈ.

Ｋ
）

あ
ぜ
道
の
声

新
会
長
就
任
あ
い
さ
つ
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政
府
は
、
「
農
林
水
産
業
・
地
域

の
活
力
創
造
プ
ラ
ン
」
等
の
決
定
を

踏
ま
え
、
関
係
制
度
の
改
正
案
を
次

期
通
常
国
会
に
提
出
す
る
と
し
て
い

る
。
「
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法

律
」
の
改
正
案
に
つ
い
て
も
す
で
に

検
討
が
始
ま
っ
て
お
り
、

10
月
か

ら

11
月
に
か
け
て
検
討
は
さ
ら
に

本
格
化
す
る
。

そ
こ
で
、
農
業
委
員
会
系
統
組
織

で
は
、
都
道
府
県
農
業
会
議
を
中
心

に

10
月
か
ら

12
月
に
か
け
て
、
地

元
選
出
の
国
会
議
員
等
に
対
し
、
農

業
委
員
会
系
統
組
織
が
期
待
さ
れ
る

役
割･

機
能
を
十
分
発
揮
で
き
る
改

革
と
す
る
た
め
、
つ
ぎ
の
各
項
目
に

つ
い
て
、
更
に
検
討
を
深
め
て
も
ら

う
よ
う
要
請
活
動
を
実
施
す
る
と
と

も
に
、
併
せ
て
農
業
会
議
・
農
業
委

員
会
の
組
織
・
活
動
内
容
に
つ
い
て

理
解
を
求
め
る
こ
と
と
す
る
。

１
．
「
公
選
制
」
の
よ
う
な
、
「
代
表

制
」
を
担
保
す
る
仕
組
み
の
確
保

農
業
委
員
が
現
場
で
活
動
し
成
果

を
得
る
た
め
に
は
、
地
域
の
「
代
表
」

と
し
て
選
ば
れ
、
地
域
か
ら
信
任
を

得
て
い
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
地
域
か
ら
の
推
薦
を

基
礎
と
し
た
「
公
選
制
」
の
よ
う
な

「
代
表
制
」
を
担
保
す
る
仕
組
み
が

必
要
で
あ
る
。

２
．
農
業
委
員･

農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員(

仮
称
）
の
一
体
的
な
運

用
と
定
数
の
確
保

農
業
委
員
と
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
が
、
同
じ
目
標
に
向
け
現
場

で
連
携
・
協
力
し
て
取
り
組
む
た
め
、

一
体
的
な
運
用
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
一
体
的
な
運
用
が
で
き
る
よ

う
な
推
薦
の
方
法
を
導
入
す
る
と
と

も
に
、
両
者
を
合
わ
せ
て
十
分
な
定

数
の
確
保
が
必
要
で
あ
る
。

３
．
都
道
府
県
農
業
会
議
・
全
国
農

業
会
議
所
の
系
統
性
の
確
保

都
道
府
県
農
業
会
議
や
全
国
農

業
会
議
所
は
、
農
業
委
員
会
活
動
を

日
常
的
に
支
え
る
組
織
と
し
て
不
可

欠
で
あ
る
。
こ
う
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
確
保
す
る
た
め
、
引
き
続
き
、

「
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
」

に
お
い
て
系
統
性
を
確
保
す
る
よ
う

に
措
置
す
る
と
と
も
に
、
指
定
法
人

と
す
る
場
合
、
円
滑
な
移
行
が
図
ら

れ
る
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

４
．
法
定
化
さ
れ
て
い
る
「
意
見
の

公
表
、
建
議
」
等
の
維
持

「
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
」

に
法
定
さ
れ
て
い
る
「
意
見
の
公
表
、

建
議
、
諮
問
答
申
」
は
、
農
業
者
の

代
表
で
あ
る
農
業
委
員
会
の
意
見
を

行
政
庁
の
農
業
施
策
に
反
映
さ
せ
る

正
規
の
手
法
と
し
て
極
め
て
重
要
な

も
の
で
あ
り
、
こ
の
仕
組
み
を
維
持

す
る
必
要
が
あ
る
。

５
．
農
業
委
員
会
組
織
の
運
営･

活

動
予
算
の
確
保

農
業
委
員
会
、
都
道
府
県
農
業
会

議
、
全
国
農
業
会
議
所
の
３
段
階
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
、
今
後
と
も
地
域

農
業
の
維
持
・
発
展
に
全
力
で
取
り

組
む
こ
と
の
で
き
る
よ
う
、
そ
の
運

営
・
活
動
の
た
め
の
予
算
の
十
分
な

確
保
が
必
要
で
あ
る
。

平
成
27
年
度
農
業
委
員
会
等

組
織
関
係
予
算
へ
の
組
織
対

応
平
成

27
年
度
農
業
委
員
会
等
組

織
関
係
予
算
に
つ
い
て
は
、
農
地
中

間
管
理
機
構
関
連
予
算
で
あ
る
「
機

構
集
積
支
援
事
業
」
の
中
で
、
①
農

地
法
の
適
正
実
施
、
②
農
地
の
有
効

利
用
、
③
広
域
的
農
地
利
用
調
整
に

か
か
る
経
費
が
引
き
続
き
継
続
要
求

さ
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
耕
作

放

棄

地

の

所

有

者

へ

の

意

思

確

認

（
３
億
円
）
や
権
利
調
査
支
援
（
５

億
４
千
万
円
）
で
、
総
額

27
億
８

千
万
円
）
前
年
度
同
額
の
要
求
と
な
っ

た
。た

だ
し
、
農
林
水
産
省
は
組
織
関

係
予
算
を
要
求
す
る
に
あ
た
っ
て
、

「
農
業
委
員
会
制
度
の
具
体
的
な
見

直
し
内
容
に
つ
い
て
、
そ
の
施
行
時

期
と
の
関
係
も
含
め
、
現
在
検
討
中

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
暫
定
的
に
前
年

同
額
で
要
求
」
す
る
方
針
を
決
定
。

「
引
き
続
き
平
成

27
年
度
予
算
編

成
過
程
に
お
い
て
（
関
連
予
算
の
）

検
討
を
進
め
る
」
こ
と
を
明
記
し
、

新
た
な
農
業
委
員
会
制
度
に
基
づ
く

予
算
要
求
に
つ
い
て
も
可
能
性
を
残

す
形
と
な
っ
た
。

し
た
が
っ
て
、
組
織
関
係
予
算
に

つ
い
て
は
、
今
後
、
組
織･

制
度
の

検
討
状
況
を
に
ら
み
つ
つ
、
農
業
委

員
会
、
農
業
会
議
、
全
国
農
業
会
議

所
の
各
段
階
で
、
機
動
的
な
対
応
が

で
き
る
よ
う
準
備
す
る
と
と
も
に
、

平
成

27
年
度
当
初
予
算
の
確
保
に

万
全
を
期
す
必
要
が
あ
る
。

併
せ
て
、
平
成

22
年
度
か
ら
３

名
か
ら
５
名
に
増
員
さ
れ
た
「
地
方

交
付
税
交
付
金
」
の
農
業
委
員
会
の

職

員

給

与

費

の

基

準

財

政

需

要

額

（
単
位
費
用
算
定
基
礎
）
を
踏
ま
え
、

引
き
続
き
農
業
委
員
会
事
務
局
体
制

の
強
化
に
向
け
て
遺
漏
の
な
い
取
り

組
み
を
進
め
る
。

こ
の
た
め
、
暫
定
と
し
て
前
年
同

額
要
求
と
な
っ
た
平
成

27
年
度
予

算
は
、
平
成

26
年
度
を
踏
襲
し
、

農
地
法
等
の
改
正
を
契
機
と
し
た
農

業
委
員
会
等
組
織
の
体
制
整
備
を
進

め
る
た
め
の
支
援
と
位
置
づ
け
る
。

１
．
機
構
集
積
支
援
事
業
（
継
続
、

平
成

27
年
度
当
初

27
億
８
千
２
百

万
円
、
前
年
度
同
額
）

①
農
地
法
に
基
づ
く
事
務
の
適
正
実

施(
事
業
実
施
主
体
：
農
業
委
員
会
）

②
農
地
の
有
効
利
用
促
進(

事
業
実

施
主
体
：
農
業
委
員
会
）
③
広
域
的

農
地
利
用
調
整(

事
業
実
施
主
体
：

農
業
会
議
）
の
活
動
メ
ニ
ュ
ー
を
措

置
。
事
業
内
容
は
現
状
維
持
し
、
事

業
費
は
前
年
同
額
の
要
求
。

（
１
）
農
地
所
有
者
意
思
確
認

３
億
円

（
２
）
権
利
調
査
支
援

５
億
４
千
万
円

（
３
）
農
地
法
に
基
づ
く
事
務
の
適

正
実
施
の
た
め
の
支
援

（
４
）
農
地
の
有
効
利
用
を
図
る
た

め
の
支
援

（
５
）
広
域
的
な
農
地
利
用
調
整
活

動
等
へ
の
支
援

（
３
）
（
４
）
（
５
）
で

19
億
５

千
万
円

２
．
農
業
委
員
会
交
付
金
（
継
続
）

農
業
委
員
会
交
付
金
に
つ
い
て
は
、

47
億
１
千
８
百

48
万
円
で
、

26
年

度
と
同
額
要
求
。

３
．
都
道
府
県
農
業
会
議
会
議
員
手

当
等
負
担
金
（
継
続
）

都
道
府
県
農
業
会
議
会
議
員
手
当

等
負
担
金
は
、
５
億
２
千
４
３
０
万

円
で
、

26
年
度
と
同
額
要
求
。

４
．
農
地
調
整
費
交
付
金
（
継
続
）

都
道
府
県
が
行
う
農
地
の
利
用
関

係
の
調
査
・
調
整
等
を
支
援
す
る
た

め
の
も
の
で
、
８
千
６
百
万
円
で
、

26
年
度
と
同
額
要
求
。

５
．
全
国
農
業
会
議
所
事
業
（
継
続
）

全
国
農
業
会
議
所
事
業
に
つ
い
て

は
、
１
千

12
万
円
で
、

26
年
度
と

同
額
要
求
。

農
業
委
員
会
組
織
、
制
度
改
革
を
め
ぐ
る
当
面
の
対
応



【
４
名
】
（
１
名
欠
員
中
）

１
号
会
議
員
（
農
業
委
員
会
会
長
）

▽
南
邦
彰
（
三
好
市
）
▽
島
田
茂
（
松

茂
町
）
▽
殿
谷
武
司
（
那
賀
町
）

２
号
会
議
員

▽
荒
井
義
之
（

JA
徳
島
中
央
会
会
長
）

【

25
名
】

１
号
会
議
員
（

13
名)

▽
多
田
忠
明
（
徳
島
市
）
▽
谷
口
清
美

（
鳴
門
市
）
▽
原
保
一
（
小
松
島
市
）

▽
萩
野
敏
則
（
阿
南
市
）
▽
岸
上
勝

（
吉
野
川
市
）
▽
阿
部
雅
信
（
阿
波
市
）

▽
長
浦
勝
幸
（
美
馬
市
）
▽
南
邦
彰

（
三
好
市
）
▽
矢
部
幸
一
（
石
井
町
）

▽
殿
谷
武
司
（
那
賀
町
）
▽
瀧
本
博
文

（
美
波
町
）
▽
吉
住
勝
己
（
上
板
町
）

▽
谷
藤
忠
明
（
東
み
よ
し
町
）

２
号
会
議
員
（
１
名
）

▽
荒
井
義
之
（

JA
徳
島
中
央
会
）

３
号
会
議
員
（
１
名
）

▽
森
浩
一
（
県
農
業
共
済
組
合
）

４
号
会
議
員
（
３
名
）

▽
中
野
健
二
（

JA
徳
島
信
連
）

▽
大
久
保
公
雄
（
県
厚
生
農
協
連
）

▽
原
浅
之
（
県
酪
農
協
）

５
号
会
議
員
（
１
名
）

▽
矢
野
幹
雄
（
県
土
地
改
良
事
業
団
体

連
合
会
）

６
号
会
議
員
（
６
名
）

▽
寺
井
正
邇
（
学
識
経
験
者
）
▽
吉
本

耕
一
（
学
識
経
験
者
）
▽
西
岡
芳
博

（
学
識
経
験
者
）
▽
木
元
美
和
（
学
識

経
験
者
）
▽
杉
本
か
お
り
（
学
識
経
験

者
）
▽
松
本
洋
一
郎
（
学
識
経
験
者
）

高
齢
化
等
で
耕
作
で
き
な
く
な
っ
た

農
地
を
借
り
受
け
て
集
約
化
し
、
認
定

農
業
者
等
の
担
い
手
農
家
な
ど
へ
ま
と

ま
っ
た
形
で
貸
し
付
け
る
「
農
地
中
間

管
理
事
業
」
の
第
１
回
公
募
状
況
が
ま

と
ま
り
ま
し
た
。

公
募
は
７
月
１
日
～
８
月
末
ま
で
の

間
に

23
市
町
村
で
実
施
し
、
借
受
希

望
者
は
個
人
と
法
人
を
合
わ
せ
て
１
４

６
件
の
応
募
が
あ
り
、
約
３
９
２

ha

の
農
地
の
借
受
希
望
が
あ
り
ま
し
た
。

一
方
、
貸
付
を
希
望
す
る
農
地
は
、

約

35
ha
で
、
借
受
希
望
に
比
べ
て
、

貸
付
希
望
農
地
が
少
な
く
、
貸
付
希
望

農
地
の
掘
り
起
こ
し
等
が
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

貸
付
希
望
農
地
は
、
各
市
町
村
の
農

政
担
当
課
で
随
時
受
付
し
て
い
る
の
で
、

「
リ
タ
イ
ヤ
す
る
の
で
農
地
を
貸
し
た

い
」
、
「
管
理
す
る
の
が
大
変
だ
」
、

「
農
地
を
貸
し
た
い
け
れ
ど
契
約
や
手

続
が
面
倒
だ
」
と
い
っ
た
方
が
周
囲
に

い
る
場
合
は
、
公
的
機
関
で
あ
る
徳
島

県
農
地
中
間
管
理
機
構
（
公
財
・
徳
島

県
農
業
開
発
公
社
）
へ
の
農
地
貸
付
に

つ
い
て
側
面
的
な
ご
支
援
を
お
願
い
し

ま
す
。

な
お
、
農
地
中
間
管
理
機
構
に
預
け

る
こ
と
が
で
き
る
農
地
は
、
農
業
振
興

地
域
内
の
農
地
で
す
。
市
街
化
区
域
内

の
農
地
を
除
き
、
大
部
分
の
農
地
が
対

象
と
な
り
ま
す
。
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、

一
定
の
要
件
を
満
た
せ
ば
、
国
の
交
付

金
の
対
象
と
な
る
ほ
か
、
契
約
や
貸
賃

の
徴
収
等
の
事
務
を
農
地
中
間
管
理
機

構
が
行
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
国
に
お

い
て
固
定
資
産
税
の
減
免
に
つ
い
て
検

討
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

徳
島
県
農
地
中
間
管
理
機
構
は
、

11
月
１
日
～

11
月

30
日
ま
で
の
間
、

第
２
回
目
の
借
受
希
望
者
の
公
募
を
行

い
ま
す
。
「
規
模
拡
大
を
図
り
た
い
」

と
い
っ
た
方
で
、
ま
だ
、
借
受
希
望
の

登
録
を
さ
れ
て
い
な
い
方
が
応
募
さ
れ

る
よ
う
ご
支
援
下
さ
い
。

（
徳
島
県
農
業
開
発
公
社

堀
部

隆
）

全
国
農
業
会
議
所
で
は
、
農
業
法
人

等
が
就
業
希
望
者
を
新
た
に
雇
用
し
、

就
農
に
必
要
な
技
術
・
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ

等
を
習
得
さ
せ
る
た
め
の
実
践
的
な
研

修
等
に
対
し
て
助
成
す
る
「
農
の
雇
用

事
業
」
（
平
成

26
年
度
第
４
回
）
の

参
加
者
を
平
成

26
年

11
月
１
日
～

12

月
５
日
ま
で
の
間
で
募
集
し
ま
す
。

事
業
の
対
象
と
な
る
研
修
生
は
、
平
成

26
年
５
月
１
日
～
平
成

26
年

12
月
５

日
の
間
に
正
社
員
と
し
て
採
用
さ
れ
、

「
正
社
員
と
し
て
の
採
用
時
に
原
則

45
歳
未
満
の
方
」
（
雇
用
就
農
者
育

成
タ
イ
プ
）
で
す
。

こ
の
実
施
を
希
望
さ
れ
る
農
業
法
人

等
の
方
は
、
平
成

26
年

12
月
５
日

（
受
付
は
土
日
祝
日
を
除
き
ま
す
。
）

ま
で
に
徳
島
県
農
業
会
議
に
必
要
な
申

請
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
助
成
額
】
研
修
生
１
人
あ
た
り
年
間

最
大
１
２
０
万
円
を
助
成
し
ま
す

①
新
規
就
農
者
に
対
す
る
研
修
費

月
額
最
大
９
７
，

０
０
０
円

②
指
導
者
研
修
費

年
間
最
大
３
６
，

０
０
０
円

【
助
成
期
間
】
最
長

24
ケ
月

（
安
芸
卓
生
）
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新
役
員
の
紹
介

【
会
長

寺
井
正
邇
】

６
号
会
議
員
（
学
識
経
験
会
議
員
・

徳
島
県
議
会
議
員
）

【
副
会
長

萩
野
敏
則
】

１
号
会
議
員
（
阿
南
市
農
業
委
員
会

会
長
）

【
副
会
長

中
野
健
二
】

４
号
会
議
員
（

JA
バ
ン
ク
徳
島
信

連
経
営
管
理
委
員
会
会
長
）

監
査
委
員
の
紹
介

常
任
会
議
員
の
紹
介

農
地
中
間
管
理
機
構
に
農
地
を

預
け
ま
せ
ん
か

２
回
目
の
借
受
公
募
を
開
始

し
ま
す

「
農
の
雇
用
事
業
」

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

助
成
内
容

農業経営者の皆様へ



寺
井
会
長
、
萩
野
副
会
長
を
は
じ
め
11

名
の
常
任
会
議
員
は
９
月
29
日
、
「
平
成

27
年
度
徳
島
県
重
点
農
業
施
策
に
関
す
る

建
議
」
を
飯
泉
知
事
に
行
っ
た
。

建
議
の
内
容
は
、
市
町
村
農
業
委
員
会

の
意
見
・
提
言
等
を
集
約
し
て
常
任
会
議

員
会
議
で
決
定
し
た
も
の
で
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交

渉
へ
の
対
応
、
農
業
委
員
会
制
度
・
組
織

の
強
化
、
と
く
し
ま
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
な

ど
13
項
目
。

飯
泉
知
事
は
、
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
へ
の
対

応
に
つ
い
て
、
農
業
は
地
方
の
基
幹
産
業

で
あ
り
、
県
と
し
て
は
し
っ
か
り
守
っ
て

い
き
た
い
し
、
対
応
し
て
い
き
た
い
。
」

な
ど
と
応
え
た
。

【飯
泉
知
事
の
主
な
コ
メ
ン
ト
】

▽
「
農
業
委
員
会
制
度
・
組
織
の
強
化
」

に
つ
い
て
は
、
知
事
会
や
地
方
３
団
体
か

ら
規
制
緩
和
に
対
す
る
意
見
が
強
い
。
県

と
農
業
委
員
会
は
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
し
、

今
後
も
そ
の
つ
も
り
で
い
る
。
▽
「
経
営

所
得
安
定
対
策
の
推
進
」
に
つ
い
て
は
、

農
業
者
の
跡
継
ぎ
が
喜
ん
で
農
業
を
や
れ

る
よ
う
な
制
度
に
し
た
い
。
▽
「
農
地
中

間
管
理
事
業
の
推
進
」
に
つ
い
て
は
、
意

欲
あ
る
農
業
者
の
方
に
農
地
の
集
積
を
進

め
て
い
き
た
い
。
農
業
生
産
法
人
の
農
地

所
有
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
国
と
と
も
に

考
え
て
い
く
。
▽
「
農
業
の
担
い
手
育
成

及
び
確
保
」
に
つ
い
て
は
、
経
営
管
理
能

力
の
向
上
を
図
る
た
め
、
高
校
、
農
大
、

徳
大
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
で
、
勉
強
で
き
る

道
筋
が
で
き
た
。
ま
た
そ
の
上
に
、
大
学

院
と
し
て
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
を

設
置
し
、
海
外
へ
の
販
路
の
拡
大
に
つ
い

て
も
学
べ
る
場
、
実
践
が
で
き
る
場
を
作
っ

て
い
る
。
▽
「
と
く
し
ま
ブ
ラ
ン
ド
の
確

立
」
に
つ
い
て
は
、
関
西
の
市
場
、
京
浜

の
市
場
か
ら
農
産
物
を
も
っ
と
出
荷
し
て

ほ
し
い
と
の
要
望
が
あ
り
、
農
産
物
の
生

産
拡
大
に
力
を
入
れ
て
い
く
。
イ
チ
ゴ
等

に
つ
い
て
は
新
た
な
品
種
選
定
や
育
成
を

行
う
。
▽
「
６
次
産
業
化
の
推
進
」
に
つ

い
て
は
、
女
性
の
感
性
で
新
し
い
商
品
化

の
ア
イ
デ
ア
を
出
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

県
は
そ
れ
を
支
援
し
て
い
く
。
▽
「
攻
め

の
輸
出
戦
略
の
展
開
」
に
つ
い
て
は
、
ハ

ラ
ー
ル
認
証
取
得
を
進
め
、
イ
ス
ラ
ム
諸

国
へ
の
輸
出
や
来
日
す
る
イ
ス
ラ
ム
諸
国

の
人
へ
の
対
応
を
し
て
い
く
。
▽
「
食
育
・

地
産
地
消
の
推
進
」
に
つ
い
て
は
、
学
校

給
食
に
地
場
産
の
も
の
、
米
飯
給
食
、
米

粉
パ
ン
を
進
め
て
い
き
た
い
。
食
の
安
全
・

安
心
、
顔
の
見
え
る
商
品
を
販
売
を
進
め

る
た
め
、
農
産
物
直
売
所
の
支
援
を
行
っ

て
い
く
。
▽
「
鳥
獣
被
害
の
防
止
対
策
の

推
進
」
に
つ
い
て
は
、
サ
ル
対
策
に
つ
い

て
、
し
っ
か
り
と
対
応
し
て
い
く
。
▽

「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
推
進
」

に
つ
い
て
は
、
中
山
間
地
の
耕
作
放
棄
地

等
で
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
進
め
て
い

く
。

平
成

27
年
度
徳
島
県
重
点
農
業

施
策
に
関
す
る
建
議
【
詳
細
】

◇
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
へ
の
対
応

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
あ
た
り
、
①
米
、
麦
、

牛
肉
・
豚
肉
、
乳
製
品
な
ど
わ
が
国
農
業

に
お
け
る
重
要
品
目
に
つ
い
て
は
、
関
税

撤
廃
の
除
外
対
象
と
す
る
こ
と
、
②
国
民

の
食
の
安
全
・
安
心
及
び
食
料
の
安
定
生

産
を
確
保
す
る
こ
と
、
③
交
渉
の
進
捗
状

況
等
に
つ
い
て
広
く
国
民
に
情
報
開
示
を

徹
底
す
る
こ
と
。
こ
れ
ら
の
事
項
に
つ
い

て
、
国
に
強
く
要
請
さ
れ
た
い
。

ま
た
、
輸
入
畜
産
物
の
増
加
が
懸
念
さ

れ
る
畜
産
に
つ
い
て
は
、
所
得
下
落
リ
ス

ク
に
対
応
し
た
新
た
な
仕
組
み
を
確
立
す

る
と
と
も
に
、
経
営
者
の
所
得
が
、
地
域

の
他
産
業
も
含
め
た
平
均
所
得
と
同
水
準

と
な
る
よ
う
な
制
度
と
す
る
よ
う
、
国
に

働
き
か
け
ら
れ
た
い
。

◇
農
業
委
員
会
制
度
・
組
織
の
強
化

▽
農
業
委
員
会
の
役
割
・
機
能
を
最
大
限

に
発
揮
さ
せ
る
た
め
、
①
地
域
の
農
業
者

に
よ
る
代
表
制
を
確
保
す
る
た
め
、
農
業

委
員
の
選
出
は
公
選
制
と
同
様
の
仕
組
み

に
よ
り
行
う
こ
と
、
②
「
農
業
委
員
会
等

に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
く
市
町
村
農
業

委
員
会
、
都
道
府
県
農
業
会
議
、
全
国
農

業
会
議
所
か
ら
な
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
体
制

を
強
化
す
る
こ
と
、
③
「
農
業
委
員
会
等

に
関
す
る
法
律
」
に
規
定
さ
れ
て
い
る

「
意
見
の
公
表
、
行
政
庁
へ
の
建
議
」
等

の
機
能
を
維
持
す
る
こ
と
。

▽
農
地
制
度
の
改
正
等
に
伴
っ
て
増
大
す

る
農
業
委
員
会
の
役
割
を
果
た
し
、
求
め

ら
れ
る
業
務
を
適
正
か
つ
円
滑
に
遂
行
す

る
た
め
の
農
業
委
員
数
の
確
保
と
サ
ポ
ー

ト
体
制
、
万
全
な
財
源
の
確
保
を
図
る
こ

と
。

▽
こ
れ
ら
の
事
項
に
つ
い
て
、
農
業
・
農

村
現
場
の
実
態
や
声
を
踏
ま
え
て
対
応
す

る
よ
う
、
国
に
働
き
か
け
ら
れ
た
い
。

◇
経
営
所
得
安
定
対
策
の
推
進

▽
新
規
就
農
者
や
若
い
農
業
者
が
農
業
を

生
業
と
し
て
選
択
し
う
る
よ
う
、
制
度
の

継
続
性
の
確
保
と
交
付
単
価
の
底
上
げ
を

図
る
よ
う
、
国
に
働
き
か
け
ら
れ
た
い
。

▽
野
菜
、
果
樹
、
花
き
な
ど
園
芸
作
物
に

つ
い
て
も
、
所
得
下
落
リ
ス
ク
に
対
応
し

た
新
た
な
仕
組
み
を
確
立
す
る
と
と
も
に
、

地
域
の
担
い
手
と
な
る
農
業
経
営
者
の
所

得
が
、
地
域
の
他
産
業
も
含
め
た
平
均
所

得
と
同
水
準
と
な
る
よ
う
な
制
度
と
す
る

よ
う
、
国
に
働
き
か
け
ら
れ
た
い
。

◇
農
地
中
間
管
理
事
業
の
推
進

地
域
の
核
と
な
る
農
業
者
に
農
地
の
集

積
を
進
め
る
た
め
、
農
地
中
間
管
理
事
業

を
活
用
し
、
市
町
村
、
県
農
業
支
援
セ
ン

タ
ー
等
関
係
機
関
が
連
携
を
図
り
、
農
地

の
利
用
集
積
に
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
た

い
。

◇
日
本
型
直
接
支
払
制
度
の
推
進

日
本
独
特
の
地
域
共
生
の
農
村
社
会
を

崩
壊
さ
せ
な
い
た
め
、
ま
た
、
景
観
保
持

や
防
災
対
策
の
た
め
、
農
地
や
水
路
・
農

道
等
の
地
域
資
源
を
守
っ
て
い
る
農
業
者

や
地
域
の
共
同
活
動
組
織
等
に
対
す
る
支

援
内
容
を
充
実
す
る
よ
う
、
国
に
働
き
か

け
ら
れ
た
い
。

◇
農
業
の
担
い
手
育
成
及
び
確
保

新
規
就
農
者
や
定
年
帰
農
者
な
ど
担
い

手
候
補
者
に
対
し
て
、
新
規
就
農
に
係
る

初
期
投
資
へ
の
支
援
、
生
産
技
術
指
導
体

制
の
強
化
、
経
営
管
理
能
力
の
向
上
、
販

路
の
拡
大
や
確
立
な
ど
、
多
方
面
か
ら
の

支
援
を
図
ら
れ
た
い
。

◇
と
く
し
ま
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立

▽
本
県
の
安
全
・
安
心
で
高
品
質
な
「
と

く
し
ま
ブ
ラ
ン
ド
」
農
産
物
の
生
産
拡
大
、

首
都
圏
に
向
け
た
販
売
拡
大
や
認
知
度
の

向
上
を
図
る
た
め
、
野
菜
増
産
対
策
を
は

じ
め
と
す
る
生
産
力
の
強
化
や
マ
ス
メ
デ
ィ

ア
を
活
用
し
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施

な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
た
い
。
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平
成
27
年
度
農
業
施
策
を
知
事
に
建
議



▽
ブ
ラ
ン
ド
農
産
物
の
生
産
拡
大
を
図
る

た
め
、
ほ
場
の
大
区
画
化
や
排
水
条
件
等

の
改
善
を
積
極
的
に
進
め
ら
れ
た
い
。

▽
本
県
の
ブ
ラ
ン
ド
品
目
で
あ
る
「
な
る

と
金
時
」
、
「
だ
い
こ
ん
」
、
「
渭
東
ネ

ギ
」
、
「
鳴
門
ら
っ
き
ょ
」
の
栽
培
に
欠

か
す
こ
と
が
で
き
な
い
「
手
入
れ
砂
」
と

し
て
、
「
川
砂
」
の
安
定
的
な
確
保
が
図

ら
れ
る
よ
う
取
り
組
ま
れ
た
い
。

▽
イ
チ
ゴ
、
レ
ン
コ
ン
な
ど
本
県
農
産
物

の
ブ
ラ
ン
ド
力
強
化
を
図
る
た
め
、
新
品

種
の
開
発
に
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
た
い
。

◇
６
次
産
業
化
の
推
進

▽
６
次
産
業
化
を
よ
り
広
げ
、
加
速
化
さ

せ
る
た
め
の
取
組
み
を
支
援
す
る
と
と
も

に
、
こ
れ
ら
の
取
組
み
を
推
進
す
る
研
究

開
発
等
を
一
層
進
め
ら
れ
た
い
。

▽
女
性
農
業
者
は
、
地
元
産
農
産
物
の
加

工
・
販
売
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

こ
れ
ら
の
加
工
品
の
特
産
品
化
、
商
品
化

へ
の
取
組
み
を
支
援
さ
れ
た
い
。

◇
攻
め
の
輸
出
戦
略
の
展
開

▽
本
県
ブ
ラ
ン
ド
農
産
物
の
輸
出
拡
大
を

図
る
た
め
、
輸
出
が
定
着
す
る
ま
で
の
間
、

販
路
拡
大
等
に
要
す
る
経
費
を
支
援
さ
れ

た
い
。

▽
欧
米
に
向
け
て
柑
橘
類
や
有
機
農
産
物

等
の
輸
出
拡
大
を
図
る
た
め
、
欧
米
の
検

疫
条
件
等
を
ク
リ
ア
で
き
る
「
輸
出
用
の

産
地
づ
く
り
」
に
取
り
組
ま
れ
た
い
。

◇
食
育
・
地
産
地
消
の
推
進

▽
学
校
等
が
行
う
地
域
の
農
業
や
農
産
物
、

伝
統
的
な
食
文
化
に
つ
い
て
の
学
習
な
ど

食
育
を
推
進
す
る
た
め
の
取
組
み
を
強
化

す
る
と
と
も
に
、
学
校
や
福
祉
施
設
の
給

食
等
に
お
い
て
も
、
地
場
産
物
の
利
用
拡

大
が
図
ら
れ
る
よ
う
支
援
さ
れ
た
い
。

▽
地
産
地
消
の
中
核
施
設
で
あ
る
農
産
物

直
売
所
の
品
揃
え
の
充
実
、
商
品
開
発
力

の
強
化
、
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
な
ど
地
域
食

材
の
供
給
拠
点
と
な
る
た
め
の
取
組
み
に

対
し
て
支
援
さ
れ
た
い
。

◇
鳥
獣
被
害
の
防
止
対
策
の
推
進

▽
鳥
獣
被
害
の
防
止
対
策
と
し
て
、
鳥
獣

の
個
体
数
の
減
少
並
び
に
侵
入
防
止
へ
の

対
策
の
強
化
を
行
う
と
と
も
に
、
更
な
る

助
成
制
度
の
充
実
と
予
算
の
確
保
を
お
願

い
し
た
い
。

▽
外
来
種
の
動
植
物
に
よ
る
農
産
物
の
被

害
拡
大
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

対
策
の
強
化
を
図
ら
れ
た
い
。

◇
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
推
進

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
に
あ
た
っ

て
は
、
農
山
漁
村
の
活
性
化
の
上
か
ら
も

有
益
で
あ
る
こ
と
、
食
料
供
給
や
国
土
保

全
の
機
能
を
損
な
わ
な
い
こ
と
、
地
域
の

農
地
の
確
保
と
有
効
利
用
に
資
す
る
こ
と
、

の
観
点
に
立
っ
て
推
進
さ
れ
た
い
。

◇
中
山
間
の
農
地
利
用
の
推
進

中
山
間
地
域
に
お
い
て
、
地
域
に
根
ざ

し
た
集
落
営
農
や
法
人
経
営
体
等
が
農
業

生
産
の
た
め
に
農
地
利
用
を
進
め
、
規
模

拡
大
を
行
う
場
合
の
助
成
措
置
を
お
願
い

し
た
い
。
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こ
ん
に
ち
は
。
日
本
政
策
金
融
公

庫
（
日
本
公
庫
）
徳
島
支
店
で
す
。

当
公
庫
は
、
ス
ー
パ
ー
Ｌ
資
金
等

の
融
資
や
各
種
情
報
提
供
、
商
談
会

の
開
催
な
ど
、
農
業
者
の
皆
様
の
経

営
改
善
支
援
に
努
め
て
い
ま
す
。

台
風
災
害
に
よ
る
減
収
補
て
ん
に

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
資
金
を

八
月
の
台
風
に
よ
る
大
雨
・
洪
水

や
強
風
で
被
害
を
受
け
ら
れ
た
皆
様

に
は
、
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ

ま
す
。

当
公
庫
は
、
こ
の
台
風
で
作
物
や

機
械
・
施
設
に
被
害
を
受
け
ら
れ
た

方
を
対
象
と
し
た
相
談
窓
口
を

10

月

20
日
付
け
で
開
設
し
て
い
ま
す
。

主
に
対
応
す
る
資
金
は
農
林
漁
業

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
資
金
で
、
貸
付

限
度
額
は
６
百
万
円
（
こ
れ
以
上
の

額
の
融
資
が
可
能
な
場
合
も
あ
り
ま

す
。
）
。
返
済
期
間
は

10
年
以
内

（
う
ち
据
置
期
間
３
年
以
内
）
。
融

資
利
率
は
融
資
期
間
５
年
以
内
の
場

合
０
．
３
５
％
（

10
月

21
日
現
在
）

で
す
。

融
資
に
あ
た
っ
て
は
、
市
町
村
が

発
行
す
る
罹
災
（
被
災
）
証
明
書
の

発
行
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
い
融
資
条
件
や
融
資
手
続
き

に
つ
い
て
は
、
公
庫
支
店
ま
で
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
青
年
等
就
農
資
金
」
運
用
開
始
に

向
け
て
の
体
制
整
備
状
況

市
町
村
が
認
定
し
た
認
定
新
規
就

農
者
（
新
規
就
農
又
は
就
農
か
ら
５

年
以
内
の
青
年
等
及
び
法
人
（
青
年

等
が
役
員
の
過
半
を
占
め
て
い
る
も

の
）
）
に
、
無
利
子
・
無
担
保
・
無

保
証
人
で
利
用
い
た
だ
け
る
青
年
等

就
農
資
金
に
つ
い
て
は
、
い
く
つ
か

の
市
町
村
で
融
資
に
必
要
な
体
制
整

備
が
完
了
し
て
お
り
ま
す
。

○
市
町
村
の
農
業
経
営
基
盤
の
強
化

の
促
進
に
関
す
る
基
本
構
想
は
、

す
べ
て
の
市
町
村
で
改
正
手
続
き
が

な
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
市
町
村
特
別
融
資
制
度
推
進
会
議

設
置
要
領
の
改
正
は
、
現
時
点
で
、

８
市
町
村
で
完
了
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
上
板
町
で
は
県
内
初
の
認

定
新
規
就
農
者
の
認
定
を
行
っ
て
い

ま
す
。

（
い
ず
れ
も
、

10
月

21
日
現
在
で
、

公
庫
が
把
握
し
て
い
る
も
の
で
す
。
）

現
在
、
青
年
就
農
給
付
金
を
支
給

さ
れ
て
い
る
方
で
あ
れ
ば
、
青
年
等

就
農
資
金
を
利
用
で
き
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
を
お
知
り
に
な
り
た

い
方
は
、
「
日
本
政
策
金
融
公
庫
徳

島
支
店
農
林
水
産
事
業
」
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ス
ー
パ
ー
Ｌ
資
金
の
実
質
無
利
子

化
措
置
に
つ
い
て

前
号
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、

認
定
農
業
者
向
け
資
金
の
ス
ー
パ
ー

Ｌ
資
金
に
つ
い
て
は
、
平
成

25
年

度
に
引
続
き
、
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」

の
中
心
的
経
営
体
に
対
し
て
は
、
特

例
と
し
て
実
質
無
利
子
化
措
置
（
融

資
後
５
年
間
）
が
措
置
さ
れ
ま
し
た
。

た
だ
、
こ
の
無
利
子
化
措
置
に
つ

い
て
は
、
既
に
平
成

26
年
度
の
予

算
枠
を
使
い
切
っ
た
状
況
に
あ
り
、

こ
れ
か
ら
の
借
入
申
込
み
に
つ
い
て

は
対
応
で
き
な
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

た
だ
し
、
現
在
長
期
金
利
は
と
て

も
低
い
水
準
に
あ
り
、
借
入
期
間
が

10
年
以
内
で
あ
れ
ば
、
０
．
３
５

～
０
．
４
５
％
で
の
ご
利
用
が
可
能

で
す
。

資
金
の
利
用
を
ご
希
望
の
方
は
、

公
庫
支
店
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（
日
本
政
策
金
融
公
庫
）

日
本
政
策
金
融
公
庫
か
ら
の
お
知
ら
せ

お
問
い
合
わ
せ
は
こ
ち
ら
ま
で

日
本
政
策
金
融
公
庫

徳
島
支
店
農
林
水
産
事
業

徳
島
市
中
洲
町
１
ー
５
８

０
８
８(

６
５
６)

６
８
８
０

営
業
時
間

９
時
～
17
時

全国農業
新聞を 購
読しよう



場           所 対  象  者

　９日～１１日 徳島ビジネスチャレンジメッセ アスティ徳島 一般県民等

　９日 女性農業員協議会事前打合会 県庁９０２会議室 女性農業委員協議会準備関係者

１６日～１７日 西日本ブロック農業委員会職員現地研究会 松江市「ホテル白鳥」 市町村農業委員会職員等

２０日 徳島県農業会議第409回常任会議員会議 徳島合同庁舎ＡＢ会議室 常任会議員

２０日 農業雇用改善事業地区説明会 大阪市「ＴＫＰガーデンシティ大阪梅田」 農業会議職員

２１日 吉野川市・阿波市新任農業委員合同研修会 阿波市立土成町歴史館 吉野川市・阿波市農業委員

２１日～２２日 出版事業下期代表企画員補佐会議 東京都「全国農業会議所会議室」 都道府県農業会議職員

２３日～２４日 都道府県農業会議専門技能研修会 東京都「蚕糸会館第１・第２会議室」 都道府県農業会議職員

　５日～　６日 中国・四国ブロック女性農業委員研修会 高松市「リーガルホテルゼスト高松」 女性農業委員

１１日 都道府県農業会議会長会議 東京都「明治記念館」 都道府県農業会議会長

１３日 徳島県女性農業委員協議会設立総会・研修会 徳島グランヴィリオホテル 女性農業委員等

１３日～１４日 第１７回全国農業担い手サミットinひょうご 神戸市「グリーンアリーナ神戸」 認定農業者等

１７日 農業者年金加入推進部長特別研修会 徳島グランヴィリオホテル 農業者年金加入推進部長等

１８日 徳島県農業会議第４１０回常任会議員会議 徳島合同庁舎ＡＢ会議室 常任会議員

２１日 一般企業農業参入セミナー 徳島グランヴィリオホテル 農業参入希望企業関係者等

　３日 農業者年金加入推進セミナー 東京都「砂防会館」 市町村農業委員会関係者等

　４日～　５日 全国農業委員会会長代表者集会 東京都「日比谷公会堂」 市町村農業委員会会長等

１３日 日本農業技術検定試験 ホテル千秋閣 農業技術検定受験者

１８日 徳島県農業会議第４１１回常任会議員会議 徳島合同庁舎ＡＢ会議室 常任会議員

２０日 新農業人フェアー 東京都「池袋サンシャインシティ」 農業新規参入・就職希望者

１２月

徳島県農業会議等の行事予定

会議等の行事予定

１０月

１１月

単位：㎡

住　　宅 植　　林 倉　　庫 資材置場 駐車場 農用施設 道　　路 工　　場 砂利採取 その他 合　　計

７月 3,738 641 1,372 3,962 830 396 557 669 0 47,893 60,058

８月 13,338 0 0 6,300 10,209 2,858 148 0 0 47,291 80,144

９月 7,150 345 0 9,173 5,197 0 124 0 0 64,721 86,710

合計 24,226 986 1,372 19,435 16,236 3,254 829 669 0 159,905 226,912

農地法第４条・第５条転用許可の面積
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き

徳島県農業会議創立60周年を迎えて

徳島県農業会議は、本年９月１６日で満６０歳の誕生日を迎

えました。創立６０周年という 節目の年に、今、国においては

農業委員会組織等の見直しが進められているが、これまでの

組織活動の成果を踏まえつつ、地域農業と農村の更なる発

展に向けて、力強く 一歩前進をして参りますので、関係者の

皆様方の格別のご支援・ご協力をお願いします。 （Ｔ・Ｍ）

徳島県農業会議へのお問い合せ
TEL（088)678-5611 FAX（088)655-8364
URL http://www.tokukaigi.or.jp
MAIL home@tokukaigi.or.jp
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